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ABSTRACT:Inherpoemswritten beforeDiving intoikeWreck (1973)

AdrienneRichhadalreadygonedeep intoherselfbecauseshehadfelt

herownselfsplitbetweentheselfwhowrotepoemsandtheselfwhowas

definedbysocietyandshehadwantedtograsphertrueidentity.Here,

societymeanspatriarchy,thatis,accordingtoRich 'anykindofgroup

organizationinwhichmalesholddominantpoweranddeterminewhatpart

femalesshallandshallnotplay,'andinwhichwomen'sidentitycouldnot

bepreserved.

ItmightbesaidthatwomenhadbeenusleeplngdeadMforavery long

time.Women'srelationshipwithmenisnotonlyan individualmatter

butalsoaseriouslypoliticalone.Richsaysthattechnologicalcapitalism,

whichistheproductofpatriarchy,hasbroughtdevastationtotheearth,

whichhasbecomedangeroustoalllivingthings,menthemselvesincluded,

sothatwomen'cannolongeraffordtokeepthefemaleprincipleenclosed

withinanymale-inducednotion'ofwhatiswoman.

InthisreportIdiscussthethreepoems,〃TryingtoTalkwithaMan,〟

代whenWeDeadAwakenMandHIncipienceMfrom herseventhbook,Diving

intotheWreck.itrytomakecleartheprocessofhersearchingforher

identity,herviewoftherelationshipofwomenwith menandhere批)r上s

asafeministtotransform ẁorldsociety'andh̀umanrelationships.'

DiuingintotheWreck『難破船に飛び込んで』(1973)は AdrienneRich の第 7番目の詩集で

ある｡ この表題は,人間と自然が危機に晒されている現代の状況を調査 し,その原因を探索するこ
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とを意味 している｡ 危機をもたらした原因のひとつに長い年月にわたって施行されてきた父権制が

あり,その下にあっては,女性は本然の自己を抑圧 しなければならなかった｡父権制の産物である

戦争と産業資本主義による地球の破壊が進んでいる今日,女性は自己に目醒め,男性との関係を改

めることによってのみ地球を守ることが可能となり,またその必要に迫られているのである｡

ここで問題とされる父権制とは ｢男性が支配力を持ち,女性の役割を決定する grouporganiza-
た<い

tionであり,女性に割り当てられた能力は概 して神秘的かつ審美的な類のものに限定され,定めら

れ,女性は実際的かつ政治的な領域から排除されるのである｣l)とリッチは説明している｡

本稿においては第 7詩集の中から3篇を取り扱う｡ これらの詩がこの詩集を代表 しているという

わけではない｡他の詩にもそれぞれにリッチの経験と自己変革の跡が且られ,社会-かかわり続け

る姿勢が示されているが,これら3篇の詩は男と女の関係が社会にどのような変化をもたらすかを

明らかにする｡各々の詩について論ずるに先立って,リッチがフェミニズムの意義を確信するに至

った理由について考えてみたい｡

第 7詩集までに書かれた詩においてもリッチの関心は自己と外界とのかかわり,個としての自己

と ｢自分の皮膚の外にある-切のもの｣(everythingoutsidemyskin)2) とのかかわりにあったo

ここでいう ｢外界｣とはまず,リッチが日常接している人々から,歴史や神話の中の人物までを含

む,人間社会を意味する｡ さらに,これら人間の生命を支えているこの地球や自然界も,リッチが

重大なかかわりを持つ外界とみなされる｡ リッチは自己と外界とのかかわりを時の流れと関連づけ

て考える｡ 過去は,肯定的にせよそうでないにせよ, リッチにとって大きな意味を持つ｡ ｢過去に

ついて,そしてそれが私たち (以下,女性を指す)に付きまとい,私たちを照らし,またそそのか

し続けるさまを意識する｣3)ことが肝要であり,｢私たちは私たちの過去をよく知ることが必要だ｣4)
と言う｡ リッチが歴史の流れに照らして自己と外界とのかかわりを究めた時,女性としての自己の

本質を明確に把握 し得たのであった｡

自己を掘りさげて見つめる時,そこには ｢孤独｣の問題が浮かび上る｡人間の ｢孤独｣は目新 し

い問題ではない｡女の孤独や女の目醒めにしても目新 しいというわけではないけれども,リッチは

自らの女としての孤独の体験5) を生かし,難破 しつつある世界を救済 しようとするのである｡

VirginiaWoolfの A Room ofOne'sou)nを再読 した時, リッチは語られている調子の中にウ

ルフの努力と苦痛が満ちていることを知って驚博 した6)｡ その原因を リッチは理解することができ

た｡なぜなら,自分の中にも周囲の女性の中にもこのようなっぶやきを聴いたことがあったからで

ある｡ウルフの語る調子とは,内心の怒りを表面に出さず,冷静で超然としている風をよそおい,

話題が女性を侮蔑するものである時にも男たちの前では魅力的に見えるように振舞おうとする,こ

のような女が秘めているつぶやきの璃子なのである7)｡ ウルフは ｢自分の感受性を保ちながら男性
あらわ

のいるところでは露にしないことによってそれを守ったのであり,ウルフの内なる激情がその声の

調子に現れるのは稀であった｣8)とリッチは述べている｡

社会に順応するために自己表現の欲求を抑え,仮面を着けて生きることは女を深い孤独に突き落

す.女は自己分裂に苛立つ｡ リッチは早くからこのことを感 じていたが, 第 1詩集 A Changeof

Worldの `̀storm warnings'',"AuntJennifer'sTigers"や りAnUnsaid Word" においては未

だ漠然とした不安や無力感が自己分裂-の意識を覆っている｡当時を顧みて リッチは次のように述

べている｡

LookingbackatpoemsIwrotebeforeIwastwenty-one,Ⅰ'm startled be-

causebeneaththeconsciouscraftareglimpsesofthesplitIeventhen
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experienced betweenthegirlwhowrotepoems,whodefinedherselfin

writingpoems,andthegirlwhowastodeBneherselfbyherrelationships

withmen."AuntJennifer'sTigers"(1951),writtenwhileIwasastudent,

lookswithdeliberatedetachmentatthissplit.9)

分裂する自己の姿は "snapshotsofa Daughter-in-Law'(1958-60) においては10枚のスナッ

プショットに焼き付けられている｡ `̀TheTrees''(1963)において,一日を家事に費やし, 自分

の生き方を社会に決められる女の状況が自分の中にある詩人の想像力と対比される｡ この想像力は

深夜ひそかに扉と窓と床板を破って戸外へと,森へと家の中から出てゆく木々にたとえられる｡

"Orion"(1965)においては鏡に映る自己の分裂 した姿が正常さを保ち得る極限まで凝視される｡

Amanreachesbehindmyeyes

andBndsthemempty

Awoman'Sheadturnsaway

from myheadinthemirror

childrenaredyingmydeath

andeatingcrumbsofmylife.

Planetarium"(1968)において, リッチは自己を HcarolineHerschel(1750-1848)に投影す

る｡ガロラインは天文学者として名高い兄,William Herschelの研究を助けて自分の生涯を捧げ

たのである｡ "IDreamI'mtheDeathofOrpheus"(1968)においても自己が詩人 Orpheusに

投影されている｡ このふたつの詩がそれまでの詩と異なる点は,並々ならぬ苦難の後にであるとは

いえ,分裂 していた自己がかなり統一され,その統一された自己像がひとりの ｢女｣であることが

力強く表明されていることである｡その個所を以下に引用する｡

Iamaninstrumentintheshape

ofawomantryingtotranslatepulsations

intoimageforthereliefofthebody

andthereconstructionofthemind.("Planetarium")

Iam awomanintheprlmeOflife,withcertainpowers

andthosepowersseverelylimited

byauthoritieswhosefacesIrarelysee.("IDreamI'm...")

｢フェミニズムは全ての女性との想像上の同一性 (animaginativeidentiacation with all

women)を念頭に置くべきであり, またフェミニス トはこの想像的行為をできる限り広い範 囲に

及ぼさなければならない｣10) とリッチは言う｡フェミニズムは ｢全ての女性の生は重要なものであ

る｣(Allwomen'livesareimportant.)ll)とする信念に基づいており,リッチにとって ｢どんな女

性の死も私自身の減少なのである｣(Anywoman'sdeath diminishesme.)12)｡ Divingintothe

Wreckが全米図書賞 (NationalBookAward) を与えられることに決定 した時, ひとたびは拒ん

だものの後にそれを受けることにしたのも,この詩集が ｢これまで言葉を発することができず,あ

るいはその言葉が聴き入れられることがなかった全ての女性たちの訴え｣13) であると考えたからで

あった｡

DiuingintotheWrec打 こおいて,今,女性の自己が統一されようとしている｡ 自己と外界との
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かかわりについて改めて考えられねばならない｡

｢リッチが自己探求をますます深めるのも拒絶の行為としてではなく,また女性の自治権の宣言

としてでもなく, それが社会を変えるために必要な 唯一の道であるという信念からなのである｣14)｡

リッチは ｢フェミニス トたちは世界社会 (worldsociety)と人間関係の根本的な変革を目指 して力

を尽しており,この変革は最小限,あらゆる女性が自己を支配 し,また規定 し,いつ,どのように,

だれのために自分の性の力と生殖の力を用いるかを決定する権利を持つことを要求する もの で あ

る｣15) と述べる｡ さらにリッチは,現代の世界が置かれている危険な状態を父権制と結びつけ,フ

ェミニズムの力がなければこの危機を救うことはできないと考える｡

IamafeministbecauseIfeelendangered, psychicallyandphysically,by

thissociety,andbecauselbelievethatthewomen'smovementissaylng

thatwehavecometoanedgeofhistorywhen menl-insofarastheyare

embodymentofthepatriarchalidea--havebecomedangeroustochildrenand

otherlivingthings,themselvesincluded.16)

リッチの詩において父権制と現代の危機とはどのように関連づけられているであろうか｡"Try-

ingtoTalkwithaMan"について考えてみる｡

まず表題について一考する｡ "Tryingto.‥"をいう表現は ｢私｣が ｢ある男｣へかかわる積極

的な姿勢- 何とか して自分の考えを相手に知らせたいとの切望- を表わすと同時に,そのよう

に努めるけれども結局自分の意思を伝えることはできないのではないかという,悲観的な見込みも

表わしていると考えられる｡ふたりの心の交流を阻むものは何か｡

Outinthisdesertwearetestingbombs,

that)swhywecamehere.

Sometimes∫feelanundergroundriver

forcingitswaybetweendeformedcli庁s

anacuteangleofunderstanding

movingitselflikealocusofthesun

intothiscondemnedscenery.

Whatwe'vehadtoglVeuptOgethere-

wholeLPcollections,filmswestarredin

piaylnglntheneighborhoods,bakerywindows

fu】lofdry,chocolate一別ledJewishcookies,

thelanguageoflove-letters,ofsuicidenotes,

afternoonsontheriverbank

pretendingtobechildren

ComlngOuttOthisdesert

wemeanttochangethefaceof

drivingamongduHgreensucculents

waikingatnoonintheghosttown

surroundedbyasilence
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thatsoundslikethesilence0日heplace

exceptthatitcamewithus

andisfamiliar

andeverythingweweresaylnguntilnow

wasanefforttoblotitout-

Comingouthereweareupagainstit

OuthereIfeelmorehelpless

withyouthanwithoutyou

Youmentionthedanger

andユisttheequlpment

wetalkofpeoplecarlngforeachother

inemergencies-laceration,thirst-

butyoulookatmelikeanemergency

Yourdryheatfeelslikepower

youreyesarestarsofadi庁erentmagnitude

theyreflectlightsthatspellout:EXIT

whenyougetupandpacetheaoor

talkingofthedanger

asifitwerenotourselves

asifweweretestinganythingelse.

第 1,2行において,｢私たち｣すなわち第3行の ｢私｣と後に ｢あなた｣と呼ばれる ｢男｣ が

今,砂漠に来ていることとその理由が簡単に述べられるが,これはおそらく当局者の命令によるの

であろう｡

第 2達 (Sometimes以下 5行) では人間は科学技術によって宇宙を操作 しているが, 一方宇宙

もその固有の意思を貫いており,｢私｣ がそのことを感 じていることが述べられる｡ との宇宙の意
あらわ

思は露に示されてはいないけれども無視できるものでは決 してない｡人間の技術や能力を越えるも

のであるようだ｡宇宙が人間に対 して陰険なのではない｡ùndergroundriver',‰rcingitsway',

d̀eformedcliffs'や c̀ondemnedscenery'などの語はむしろ人間のもたらす破壊に対する手首の苦

悩を表わしていると思われる｡｢私｣だけがこのことを感 じている｡

次の蓮では,この砂漠へ,しかも爆弾の実験をLにやってきた ｢私たち｣が心を残 してきた事柄

が列挙される｡ ほとんどの事柄は日常的な,あるいはささやかな楽 しみに過ぎない｡また楽 しみで

もなく日常の些事でもない自殺の書き置きのようなものさえ含まれる｡ だが,このように-見取る

に足 りない生活体験が実はかけがえのない宝物であることが改めて感 じさせられる｡

次の蓮ではこの砂漠-来た意味が再び吟味される｡ 静けさが辺りを覆う｡ 草木 もまばらな,ゴー

ス ト･タウンと化 していた砂漠は様相を一変するはずであったが,｢私たち｣ が持ち込んだ静けさ

が今,辺りを覆う｡砂漠の持つ静けさはあるがままの自然の姿を示 しているが,｢私たち｣には無意

味な静けさと思われ,それ故に ｢そのような静けさを破ろうと努めて,私たちはここへやってきた

のであった｣｡が,実はこの静けさは ｢私たち｣が持ち込んだものである｡｢私たち｣が壊そうとし

ているもの自体を逆に ｢私たち｣が持ち込んでいるという矛盾がここに示される｡ この矛盾はさら
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に重大な事柄に及んでいることがこの詩の終り近くにおいて明らかになる｡

さて,ここ砂漠へ来たのは ｢私たち｣であるからには ｢私｣自身もこの破壊の仕事に手を下 して

いることは否めないけれども, Outhere-･以後においては ｢私｣ と ｢あなた｣ の根本的な相達

が次第に明らかにされる｡

｢あなた｣と一緒にいるにもかかわらず,いやむしろそれ散にこそ ｢私｣はいっそう淋 しさを感

じる｡それは ｢あなた｣が迫り来る ｢危険｣な事態について何かと話題にしながら, ｢あなた｣白

身がその ｢危険｣の張本人であることに一向に気づいていないことによるのである｡ ｢あなたは危

険のことを口にし｣また ｢私たちは危急の際にお互いを思いやる人々のことを話す｣ け れ ど も,

｢あなたが私を見る目つきは危急の事態そのもののように私には見える｣のである｡ ｢あなた｣は

もや ｢私｣と同種の人間とは感じられない｡

最後の達において,｢私｣には ｢あなた｣がまるで人間とは思われない ｢乾いた熱気と力｣ を発

散しているように感 じられる｡ ｢あなた｣の目は異星人の目のようである｡ その放つ光は ｢私｣に

退去を命ずる｡ ｢あなた｣は自身とはまるで無関係なことのように ｢危険｣について話すのである｡

リッチは男性詩人が政治詩を書 く態度について Theenemyisalwaysoutsidetheself,the

strugglesomewhereelse.17)と評 している｡ ｢危険｣をはらんでいるのは ｢私たち｣ 自身なのであ

る｡｢私たち｣は今,自らの生死を試 しているにもかかわらず,｢あなた｣はそのことがわからない｡

｢私｣はそのような ｢あなた｣のそばでいや増す孤独を感 じる｡

｢私｣と ｢あなた｣との関係は単に男と女の個人的な関係ではなく,政治的なものであり,重要

なのは ｢あなた｣との相違を自覚 しながらも ｢私｣も ｢あなた｣と一緒に ｢危険｣を推 し進めてい

ることにある｡ それ故 ｢私｣は孤独に浸ってはいられない ｡CaryNelsonは

Asthepoem progresses,therecognitionthatpoliticalandinterpersonal

violencere8ectoneanothergrews.Politicalviolenceventspersonalfrustration

thatmayitselfbehistoricallydetermined.18)

と説明している｡ 個人間の意思の疎通についてはこれまでの詩において扱われているが,今,個人

の問題と政治のそれとが並置される｡ そしてこれらを結びつけるのは両性の関係である｡ リッチは

次のように述べている｡

Thepowerpoliticsoftherelationsbetweenthesexes,longunexplored,is

stillachargedissue･Toraiseitistocutittothecoreofpowerrelations

throughoutsociety,tobreakdownirreparablythescreensofmystification

betweenHprivatelifeHandupublicaffairs.n19)

この詩の終りにおいて ｢私｣のかかえる問題は解決されない｡ 苦々しい思いは去らない｡重苦 し

い雰囲気は消えない｡この ｢私｣の状況を表題 "TryingtoTalkwithaMan" ほ卒直に示 して

いる｡必ずしも希望は持てないけれども,｢努力｣だけは続けなければならない｡

リッチは男性によって作られた 歴史と神話を今, 女の目で 見直そうとし始めた｡ ｢新たな洞察

(re-vision)- 過去を見直 し, 新 しい眼で見,新たな批評の角度から古いテキス トを播くことこ

そ,女性にとって文化史の1章以上に重大な意義を持つ｡それは生き残ること (anactofsurvival)

である｣20)とリッチは言う｡｢この自己を知ろうとする強い欲求 (thisdrivetoself-knowledge)に

よって女性は自己の本質を探求するだけではない｡女性は男性支配の社会がもたらしつつある自己
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破壊を拒否するのである｣21)とリッチは言う｡

"WhenWeDeadAwaken"はこの ｢新たな洞察｣の問題を扱っている｡ 表題 ｢私たち死者が冒

醒める時｣の ｢私たち死者｣はもちろん女性を意味する｡自己の本質を把握せずに今日まで過ごし

てきた,いわば ｢死者｣である女性は今,目醒めようとしている｡

｢私たち死者が目醒める時｣は Henrik Ibsen(1828-1906)の最後の戯曲である｡ イプセンは

一家の経済の破綻と両親の不和の中で幼年時代を過ごし,20才で最初の戯曲を書いた｡座付役者兼

舞台監督として ｢芸術的によりすぐれた,より良心的な舞台を大衆に提供できる｣22) ように努めは

したが,責の国民作家 とは ｢何よりもわれわれ自身の魂の内部から鳴り響いてくるものをいかにし

てその作品に盛り込むか,それを知る者である｣23) と標梼する彼は,専ら経済を優先させ,大衆迎
a)ぼ

合のレパートリーを舞台に上せることに狂奔する劇場の方針と相容れず,失業を余儀なくされ,精

神的な安定さえ保ち得ないことも多かったようである｡36才で故国ノルウェーを去り,63才までイ

タリー,デンマーク, ドイツなどで暮 したイプセンが,社会的に不幸でありながら自己の信念を貫

いたことに リッチは心を動かされたのかも知れない24)｡

リッチにはまたこの詩と同じ表題の論文があり,詩と同年の1971年に書かれていることから,こ

の論文は詩の理解に大いに役立つと思われるが,まず,芸術家としてのイプセンの愛と人生につい

ての思想の総決算ともいうべき戯曲 『私たち死者が目醒める時』について,そのあらましを述べる

ことにする｡

彫刻家,アルノル ド･ルーペック教授は若い頃,すぐれた作品を作ることを無上の幸福として,

傑作 ｢蘇生の日｣によって名声を得た｡そのモデルとなったイレ-ネは彼に愛を捧げたが教授はそ

れに応えなかった｡ 現在,教授の妻であるマイヤ ･ルーペックは彼よりはるかに年下で,結婚に

よって得られると期待 していた彼女の夢は実現されなかった｡ふたりの心は通い合わなくなってい

る｡長い不在の後に故国ノルウェーに帰ってきたルーペックはある温泉場でイレーネに再会する｡

イレ-ネはルーペックに ｢うら若い生きている魂を差 し上げたのです｡この贈り物をしたために,

私は藻抜けの殻に--･魂のない人間になってしまいました｣25) と責める｡一方,教授は自分の胸の

中に ｢彫刻家としての空想がひとつ残らずしまい込んである,錠の掛った小さな小箱を持って｣26)

おり,イレ-ネがルーペックとの恋に破れて ｢行方も知れないように姿を隠すと同時に,手箱の錠

が下りて｣27)しまい,｢しかもその錠は前々から例の女が持っていたので･･-･つい一緒に持ってい

ってしまった｣28) ことを悟るのである｡ルーペックもイレ-ネもこれまで自分たちが生ける屍に過

ぎなかったことに気づいて, ｢再び死んでゆかないうちに･-･･今一度心のままに生きようではない

か｣29) と険 しい山上の ｢太陽の光に輝く塔の頂上｣30) 目指 して,暴風と雲霧の中に突き進んでゆく｡

恐ろしい速力で山頂から雪塊が滑り落ちてくる｡ ふたりはその中に埋もれて幕が下りる｡

第2幕の終りにおいてイレーネが教授に向って ｢もしも私たちが死から廻ってきましたらばね｣

--･｢そうなったら,お互いの今までの生活は決して本当のものでなかったということが分るので

す｣31)という場合の ｢私たち｣ はリッチの詩 "WhenWeDeadAwaken"や同じ表題の論文の中

では,父権制の下で死の眠りを余儀なくされ,令,廼らんとしている ｢女たち｣に置き換えられて

いる｡

この延りの持つ意味とそれが社会に及ぼす影響は重大である｡ リッチは次のように述べている｡

It'Sexhilaratingtobealiveinatimeofawakeningconsciousness; it

canalsobeconfusing,disorienting,andpainful.Thisawakeningofdead
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0rsleeplngconsciousnesshasalreadyaffectedthelivesofmillionsofw0-

men‥‥Thesleepwalkersarecomingawake,andforthe丘rsttimethis

awakeninghasacollectivereality;itisnolongersuch alonelythingto
I

openoneseyes.32)

今日醒めたとはいえ,長い眠り- それはある意味では気楽なことであるが- に慣らされてき

たために ｢私たち女｣が目を開いて真実を把握することにたじろぐとしても無理はない｡だが,性

と政治の関係が次第に明らかとなり,目醒めが女たちに共通の,そして必然的な現実となった今日,

女たちが力を出し合い,目をしっかりと開いて真実を見抜 くことは心細いことではなくなった｡ リ

ッチが目指すのは "TryingtoTalkwithaMan"において,努めはしても成就 しなかった連繋を

女性の問で実現することである｡

`̀whenWeDeadAwaken"は "TryingtoTalkwithaMan"と異なり, 3部に分かれ, そ

れぞれ別個の情景が描かれている｡

1. Tryingtotellyouhow

theanatomyofthepark

throughstainedpanes,theway

guerrillasareadvancing

throughmineBelds,thetrash

burningendlesslyinthedump

toreturn toheavenlikeastain-

everythingoutsideourskinsisanimage

ofthisafniction:

stonesonmytable,Carriedbyhand

fromscenesItrusted

souvenirsofwhatloncedescribed

ashapplneSS

everythingoutsidemyskin

speaksofthefaultthatsendsmelimping

eventhescarsofmydecisions

eventhesunblazeinthemica-vein

evenyou,fellow-creature,sister,

sittingacrossfromme,darkwithlove,

workinglikemetopickapart

workingwithmetoremake

thistrailingknittedthing,thisclothofdarkness,

thiswoman'sgarment,tryingtosavetheskein.

冒頭の Tryingtotellyou-- は前の詩の余韻を留めているのであろうか○ ここにも意思伝達

への努力を感 じることができる｡ だが,この詩には ｢あなた｣ と ｢私｣ との対立は見られない｡

｢あなた｣は ｢私｣の仲間,冒醒めた ｢私たち｣のひとりであろう｡前半においては汚れた窓ガラ

スを通 して目に入る軍事基地らしい光景が描かれる｡ 'park,'g̀uerrilasareadvancingthrough
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mine丘elds,'̀thetrashburningendlesslyinthedump'はいずれも,今にも激 しい戦闘が展開

されるかも知れない危機感と恐怖感を強める｡ 外界の一切のものは具象化された苦悩として把捉さ

れる｡そのひとつに ｢私｣が大切に持ち帰った記念の石があるが,幸福のしるLであったこの石さ

え今では苦悩そのものなのである｡ この変質は戦争という政治的なものが原因になっており,｢私｣

が社会の成員であるかぎり避けられなかった｡ 'anatomy,‥skins,''limping'や 'scars'など身体

の痛みにかかわる言葉が目立ち,戦争がもたらす苦痛が実感される｡ 外界の一切のものが災いのイ

メージと化 し,｢私｣の気力を挫 く｡ 人間の力 (mydecisions)にも自然の力 (thesunblazein

themica-vein)にさえも災いは及んでいる｡ そ して当然のことながら,今日醒めようとしている

｢私｣の仲間の ｢あなた｣にも災いは及んでいる｡ しか しながら,｢あなた｣ への呼びかけに生 き

ることへの切望がこめ られている｡ 女たちの愛は深 く重 く,潜められている｡ ふたりの女は向き合

い,暗い歴史の体験を綴り,あれ ､は繕い,女の外衣を仕立て直す｡ 女たちはかせ糸 (skein)を

大切にする｡ 織 り糸は生の源であり知恵の泉である｡男性が推 し進めつつある破壊の光景と女性の

修復の行為とが対潤され,この女性の営みがこれからも続けられることがほのめかされて第 1部は

終る｡

2. Theねctofbeingseparate

entersyourlivelihoodlikeapleCet)ffurniture

-achestofseventeenth-centurywood

fromsomewhereintheNorth.

Ithasahugelockshapedlikeawoman'Shead

butthekeyhasnotbeenfound.

Inthecompartmentsareotherkeys

tolostdoors,aneyeofglass.

Slowlyyoubegintoadd

thingsofyourown.

Youcomeandgoreflectedinitspanels.

YouglVeupkeeplngtrackofanniversaries,

youbegintowriteinyourdiaries

morehonestlythanever.

ここでは女性が個人として自立 してゆく過程が室内のイメージと重ね合わせて描き出される｡ 第

1行の b̀eingseparate'は男性との別離を意味 し, それは自立につながるけれども不安もあり,

ためらいもある｡新 しい環境との違和感は,なじみの薄い謂度品が自分の家に持ち込まれた時に受

ける感 じのようである｡17世紀の木造りのたんすで頑丈な錠前がついているが,それを開ける鍵が

見つからないといった体のものである｡鍵がなくたんすが使えないことは自立がまだ十分自分のも

のになっていないことを示 している｡ この ｢たんす｣と ｢鍵｣はイプセンの劇中の ｢手箱｣とその

｢鍵｣を連想させる｡イプセンにおいては男が ｢手箱｣を,女がその ｢鍵｣ を持っており,十鍵｣

で ｢手箱｣を開けるならば男 も女も死の眠りから醒めるのである｡ 一方,リッチの場合には冒醒め

は女性の問題であり,｢たんす｣ は持 ち込まれたけれども ｢鍵｣はまだない｡小物置き棚にある別

の鍵は未だ目醒めなかった頃の扉には役立ったかも知れないが,今では義眼にも似て,冒醒めた生

活の助けにはならない｡

しかしながら,第2部の後半において第 1部と同じように曙光がほの見える｡ 徐々にではあるが,
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｢あなた｣の自己が確立されつつある｡ ｢たんす｣の羽目板は ｢あなた｣ が自分の姿を映す鏡とな

る｡｢あなた｣ は自分を客観視することができるまでに成長 した｡ 目を開いて外界を見ることにも

う ｢あなた｣はたじろがない｡年中行事を慣習的に続けることは止める｡ ｢あなた｣は日記を書 く｡

これも自分を客観視するひとつの方法だ｡｢あなた｣はこれまでよりも卒直に,曇らされない目で

自己を見ることができるようになった｡ 第 1部の後半 と同じように第2部も ｢あなた｣ に対する

｢私｣の呼びかけと励ましで終る｡ ふたりは ｢私たち｣の輪をより大きく拡げてゆくであろう｡

3. ThelovelylandscapeofsouthernOhio

betrayedbystripmlnlng,the

thickgoldbandontheadulterer'SAnger

theblurredprogramsoftheoffshorepiratestation

arecausesforhesitation.

Hereinthematrixofneedandanger,the

disproofofwhatwethoughtpossible

failuresofmedication

doubtsofanother'Sexistence

-tellitoverandover,thewords

getthickwithunmeaning-

yetneverhavewebeenclosertothetruth

ofthelieswewereliving,listentome:

theねithfuheSSIcanimaglneWOuldbeaweed

aoweringintar,ablueenergyplerCing

themassedatomsofabedrockdisbelief.

室内の情景によって ｢あなた｣の内的状況が描かれた第2部とは異なり, ｢私｣の視線は再び室

外-,第 1部の場合の ｢軍用地｣(park) よりもはるか遠くの山や海へと向けられる｡ 美 しい自然

が人間の歪んだ欲望や野心と対照される｡ 帯状に山肌が削り取られた採鉱場,姦夫の金の指環,沖

の無許可ラジオ送信装置- これらはいずれも破壊につながる｡これを黙って見ていることはでき

ない｡｢私たち｣の計画はいつもつぶされて しまう｡ 薬漬けの害や他者の存在への無関心さがはび

こる｡反復すればするほど言葉はその効果を失うものだが,それでも ｢私たち｣はこの災いについ

て繰り返 して訴えよう,と ｢私｣は呼びかける｡

偽りの世界に ｢私たち｣は生きてきた｡その時見えなかった多くの虚偽に今,はっきりと気づく｡

終りの3行は第 1,2部の場合と同様に,目醒めた ｢私たち｣への ｢私｣からの呼びかけである｡

それは ｢私｣の決意の表明でもある｡

考え得るかぎりの誠実さとはタールの

中に咲き出でる雑草,不信の岩の

原子の塊を貫き通す青いエネルギー

タールも岩も原子の塊も人間の特性の一面を表わす｡ t̀hemassedatomsofabedrockdisbe-

1ief'から連想されるのは,個が抹消されて政治が優先する現代社会の冷たさと不毛である｡ 一方,

花を咲かせている雑草もまた人間の一面である｡ àblueenergypiercing-･'からは社会の頑迷

さとたたかう者の並々ならぬ苦難と気迫が感 じられる｡ b̀lue'は ｢激 しい苦痛にさいなまれる｣ と
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いった意味を表わすと思われる｡タールに花咲く雑草や不信の岩を刺 し貫く青いエネルギーにたと

えられるような誠実さが,目醒めた ｢私たち｣に要求されてるいる｡｢私たち｣の前途は容易 な も

のではないでめろう｡ しかし力が湧き起ってくる｡

女の歴史は今始まったばかりである｡ このことが物事の ｢発端｣という現象に女の目を向けさ

せる｡女は今はじめて自分の感性を十分に発揮して外界をとらえようとしている｡ 次の詩の題は

"Incipience"(発端)である｡

1. Tolive,tolieawake

underscarredplaster

whileiceisformingovertheearth

atanhourwhennothingcanbedone

tofurtheranydecision

toknowthecomposlngOfthethread

insidethespider'sbody

firstatomsoftheweb

visibletomorrow

tofeelthefieryfuture

ofeverymatchstickinthekitchen

Nothingcanbedone

butbyinches.Iwriteoutmylife

hourbyhour,Wordbyword

gazlngintotheangerofoldwomenonthebus

numberingthestriations

ofairinsidetheicecube

imaglnlngtheexistence

ofsomethinguncreated

thispoem

ourlives

｢私｣が生きているその-刻一刻に ｢私｣以外のものもまた生を営んでいる｡たとえば ｢私｣が

ベッドで冒醒めて,天井の漆喰のきずに見入っている時でさえも様々な生が営まれているのである｡

氷や蜘妹の糸やマッチ棒からの焔の生成の仕組みは不思議そのものである｡そこには何らかの意図

があるのだろうか｡目醒めた女には凍てついた地表や蜘蝶の糸や台所のマッチさえも新鮮なものに

見えてくる｡ そしてそれらの生の営みを感じ取ることができるのである｡

後半部においては ｢私｣の生の営みが扱われる｡氷や蜘妹やマッチと共通 しているのは'Nothing

canbedonebutbyinches･'ということである｡これは古い言い習わしであるが今も生き続ける

真理であり,｢私｣の生き方への指針となる｡ この指針に従って ｢私｣は ｢私｣ の生を書き綴って

いる｡氷や蜘妹やマッチ棒と異なるのは ｢私｣が外界に対 して関心を持っていることである｡バス

に乗り合わせた老女の怒りの表情の原因を洞察しようとし,氷の内部の気体の作用に科学的な目を
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向け,未だ創造されていないものについてもその存在を想像する能力を ｢私｣は持っている｡

最終部の t̀hispoem'と òurlives'(私たち女の生)は, s̀omething'を言い換えたものではあ

るが,意味の点では Ìwriteout'に続けて読むこともできよう｡ すなたち, m̀ylife'とは t̀his

poem'に他ならず, t̀hispoem'は 'ourlives'の表明であり, òurlives'なくして m̀ylife'はあ

り得ず,ここに至って ｢私｣と ｢外界｣(女たち)との連繋が ｢私｣の詩を通 して確立され るので

ある｡

2. Amanisasleepinthenextroom

Wearehisdreams

Wehavetheheadsandbreastsofwomen

thebobiesofbirdsofprey

Sometimesweturnintosilverserpents

Whilewesitupsmokingandtalkingofhowtolive

heturnsonthebedandmurmurs

Amanisasleepinthenextroom

Aneurosurgeonentershisdream

andbeginstodissecthisbrain

Shedoesnotlooklikeanurse

sheisabsorbedinherlVOrk

shehasstern,delicatefacelikeMarieCurie

Sheisnot/mightbeeitherofus

Amanisasleeplnthenextroom

Hehasspentawholeday

standing,throwingstonesintotheblackpooレ

whichkeepsitsblackness

Outsidetheframeofhisdreamwearestumblingupthehill

handinhand,Stumblingandguidingeachother

overthescarredvolcanicrock

第 2部は3蓮に分けられ,各遵7行から成る｡ またいずれの達 も Àmanisasleepinthenext

room'で始まり,次に ｢男｣の夢の光景が描かれ,最後に,未来へ希望を抱 く ｢私たち女｣への言

及がなされる｡ このように比較的整った構造を持ち,用語と構文は単純かつ明快であり,その口調

は時として断定的でさえある｡それは ｢男｣の女性観- ｢男｣の夢に反映 していると考えられる

- を女の口から語 らざるを得ないということと関係があると思われる｡

一般に夢の中の光景は鮮明で輪郭がはっきりしているものである｡ この詩においても,男の夢に

現れる女性の行動は ｢男｣の視覚を刺 し貫き,彼を圧倒するであろう｡

第 1連において ｢男｣の夢の中の ｢私たち女｣は女の顔と乳房を持つ猛禽として現れる｡また時

には蛇にも変身する｡｢私たち女｣は ｢怪物｣とみなされる｡

))ッチはすでに "ShapshotsofaDaughter-in-Law"(1958160) においてこのことに言及して

いる｡EmilyDickinsonが ìron-eyedandbeakedandpurposedasabird'33)と形容され,Mary

Wollstoncraftが世間から h̀arpy'(女面女身で烏の翼を持った食欲な怪物) と呼ばれたように34'学
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問や政治の世界で男性に伍 してゆく女たちは ｢怪物｣の名を与えられ,激しい非難の的とされ,恐

怖の対象とされた｡ 〟planetaruim"(1968)においてカロライン･ハ-シェルは 'awomaninthe

shapeofamonste〟amonsterintheshapeofawoman'35)と表現されている｡また,"Shapshots

ofaDaughterin-Law"には ｢怪物｣に言及した個所がもうひとつあり,

Athinkingwomansleepswithmonsters.

Thebeakthatgripsher,Shebecomes.36)

この個所について WendyMartinは R̀ichwritesofthefearand guiltexperienced bythe

womanwhopiercesculturalillusions'37)と説明しているが,この個所は DuPlessis が指摘 して

いるように38)W .B.Yeatsの t̀edaandtheswan"と関連があると思われる｡ この詩の最後の2

行においてイェイツは,白鳥の姿をしたゼウスに征服された ｢レダは,彼の境が無関心に彼女を突

き離す前に,彼の力のみならずその知恵をも身につけたか｣(Didsheputonhisknowledgewith

hispower/Beforetheindifffferentbeakcouldletherdrop?39)と問うている｡

先に挙げた "SnapshotsofaDaughteトin-Law"の2行は, これも DuPlessisが指摘 している

ことであるが,イェイツのこの問いに対する答えと考えられる｡ m̀onsters'はイェイツの詩におけ

る もwan'に当り,考える女性が ｢怪物｣ と通ずる (sleepwith) ことによって女自身が ｢怪物｣

に変ることはすなわち,神 (すなわち男)め持つ知恵と力を女も持ち得ることを意味するので,先

の2行がウェンディ･マーチンが説明している ｢考える女性が抱 く不安と罪悪感｣のみを表わして

いるとは考えられない｡

"Incipience"に戻る｡ ｢男｣が抱 く女性像と ｢私たち女｣ の現実の行動とは全 く異なっている｡

｢私たち｣は夜ふけまで将来について語り合う｡

第 2達においても ｢男｣の夢の場面が描かれる｡｢男｣ の神経症の原因は ｢私たち女｣ の冒醒め

が男に与えた強迫観念にあるのだろうか,それとも男性優位の競争社会がもたらすス トレスにある

のだろうか｡おそらくその両方であろう｡ 仕事に専念 しているこの外科医のメスは,おそらく女性

に対する ｢男｣の固定観念をくつがえすであろう｡ ｢男｣ の持っているアイデンティティをもくつ

がえすであろう｡ MarieCurieは ｢私たち女｣の先駆者だ40)｡ ｢私たち｣は h̀arpy'や m̀onster'

と呼ばれることをもう怖れはしない｡それは ｢男｣の夢に現れるまぼろLに過ぎない｡ s̀heisnot

/mightbeeitherofus'は,やがて ｢私たち｣ も夢の中の外科医のように自己を確立し得る, そ

のような時の到来を暗示 している｡

最後の連では ｢男｣の昼間の行動の場面が示される｡ だが,これも ｢男｣が夢の中で見た自分の

姿なのかも知れない｡その仕草から孤独と空 しさと幼稚さが感 じられる｡ これに対 して ｢私 た ち

女｣は ｢女たちの自己実現を可能にする社会を作る必要性を感じ｣41),手を取り合い,つまずき,

まろびつつも,父権制の歴史が ｢傷跡をつけた岩なす火山｣を登ってゆく｡女ふたり0

この詩の中の ẁe'は ｢私たちふたり｣であることが第 2達の終りにおける èitherofus'から

判明する｡ リッチは後に自分がレスビアンであると表明し,女性同士の性的な愛と優 しさに満ちた

詩を書いているけれども,このふたりの女はやがて多くの女たちを結びつける ｢発端｣なのであり,

その愛は決して閉ざされたものではない｡

1970年代の初期に,女性の存在意義に対する女性白身の意識は急激に高まり,アメリカ東部の都

市では種々の運動が展開された42)｡ "AfterTwentyYears"(1971)から数行を引用 し,冒醒めた

女たちがたどる道と,20年後の彼らに思いを馳せることにしよう｡
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1tisstrangetobesomanywomen,

eatinganddrinkingatthesametable,

thosewhobathedtheirchildreninthesamebasin

wbokepttheirsecretsfrom eachother

walkedthedoorsoftheirユivesinseparaterooms

and月owintohistorynowasthewomanoftheirtime

livingintheprlmeOflife

asinacitywherenothingisforbidden

andnothingpermanent.

最終部の 'nothingisforbidden/andnothingpermanent'はリッチの今後の生への態度をも暗

示 している｡彼女の詩もまた外からの規制を受けることなく,内からの意志に動かされて変革 し続

けるであろう｡｢女たち｣の道は険 しい｡
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